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有意味化された知識 一 以降の学習での活用・応用
ら、知識・正答・結果重視の学習観を超えて、学びのプロセスを充実させ
ていく可能性が大きいからである。つまり、かかわりの重視によって本校
児童の課題は克服でき、同時に知識創造の活↓性化もうながすものとしてと
らえられるのである。
そこで本研究では、かかわりを知識創造の力を育む有効な手だてとして
とらえ、以下のように定義することにした。
本研究における
かかわり
かかわりとは子どもの協同的な活動場面で互いの直接的・間接的
な働きかけによって意識が学習課題に向けられていく活動である
ただし、ここでのかかわりは言語を介するものばかりではない。例えば、
座席を並べて製作する、同じ課題をもって取り組む仲間の姿を目にすると
いった場合では、具体的な言葉を直接交わさなくても互いの行為や表情や
作品自体が、そこに込められた子どもの思いや考えを表しているととらえ
られる。子どもの表現方法は教科の特性を生かしたものとなる。
また、本研究でのかかわりは、グループ学習といった小集団学習の形態
のみを指すものではない。かかわりを成立させるための諸要素が、その授
業での子どもの知識創造に大きく影響している事実を教師は認識しておく
必要がある。
諸要素とは、例えば次のようなものである。
教科の特性を
生かした表現
かかわりに
影響する要素
子どもの学び意識・・・学習課題、かかわり後の見通しなど
子どもの実態・・・発達段階、関係性など
かかわりの枠組み・・・形態、人数、時間、場所など
教師の支援・・・見取りをもとにした働きかけなど
すべての要素を考慮してかかわりを設定するということではない。漫然
とした選択ではなく、子どもの状況に応じてかかわりのあり方を判断する
教師が、多様な視点をもっていることがここでは重要なのである。
(2)「場」と三つの活動
子ども個々に自らの思考過程が十分に自覚されず、結果的な確かさや正
しさが着地点になってしまっている授業は少なくない。知識創造の力を獲
得していくには、まずスキーマが生かされることや有意味化したり活用・
応用したりすることのよさを実感できる学習過程自体を幾度となく経験す
ることが重要である。つまり、知識創造が経験できる一連の学習活動を、
かかわりを柱として積極的に設定していくのである。
知識創造の経験
｢場」の定義
「場」とは、知識創造を構成する営みをもとに、授業レベルで考えられ
る以下の三つの活動によって展開する。
く知識創造をうながす三つの活動＞
當鵜{+;:卜用Ｊ②生み出す活動 ②を活性化するための各活動でのかかわりの重視
①引き出す活動では、有意味化に必要なスキーマを想起させる。素材や
資料の提示、課題の明確化、活動の工夫など、教師の働きかけを中心とし
て想起のきっかけを与える場合が多い。一人一人がもつ多様なスキーマを
子ども自身が明確化していく活動である。
引き出す活動
－４－
②生み出す活動は、知識創造の中心的なものである。共有したスキーマ
から有意味化の過程が創出される。また、その知識をさらに活用・応用す
るためのより高次な学習課題に取り組む活動も設定できる。ここでは、仲
間との多様な考えを共有していく過程自体がそれらを吟味することにな
り、知識創造の内容が合意的に価値づけられていく。教師も含めた互いの
発想や考えの差異に気づき、それらから生まれる混乱やゆれを協同的に乗
り越えることでより深い学びにいたることも少なくない。
③ふり返る活動は、授業全体の展開を思い起こしながら一人一人が思考
過程をたどり、自らの知識創造の内容とその道筋を明確化していく。わか
ったことは何だったのか、なぜわかることができたのか、自分の考えの支
えをどこから得たのかなど、かかわりも含めた具体的な知識創造の経験と
そのよさを実感できるようにし、知識創造の力の自覚につなげていく。
これら三つの活動が授業に必ず含まれるということではない。いずれか
の活動が重点的に扱われる授業や、前時からの継続で活動を設定する授業
や、三つの活動を単元レベルで大きく設定する場合なども考えられる。つ
まり、学習に必要なスキーマの内容、有意味化や活用・応用の内容は、め
ざす知識創造として教師側で設定され、授業はそれを具現化するものとし
て構想されるのである。
生み出す活動
ふり返る活動
(3)デザイン
本研究におけるデザインは、めざす知識創造に迫るために、その中心的
な手だてとしてのかかわりのあり方が計画的、即応的に検討、設定されて
いくことを意味する。このような前提に立って、本研究におけるデザイン
を次のように定義する。
デザインとは学習活動の効果的な設定や単元構成授業展開の工夫
さらに授業中の教師の働きかけまでを含んだ授業設計全体をさす
・計画的なデザイン・・・事前に位置付けられていた学習活動の設定
・即応的なデザイン・・・授業展開や子どもの状況に対応した教師の
即応的な補足修正や働きかけ
デザインの定義
デザインするため
の三つの視点 そして、かかわりの「場」のデザインでは、以下の三つの視点が重要になってくると考えている。
視点Ｉ・・・知識創造の見取りと必然性
知識創造の中心となるのは②生み出す活動である。しかし、知識創造は
その前後の学習活動にも大きく影響されている。②生み出す活動にいたる
①引き出す活動や、②生み出す活動以降の③ふり返る活動も、生み出す活
動をさらに活性化したり、その内容を明確化したりする重要な意味をもっ
ている。それらを生かすデザインの根拠は、授業での子どもの姿に他なら
ない。めざす知識創造の内容と目の前の子どもの知識粗造の見取りがデザ
インの必然性を生むのである。
視点Ⅱ・・・生み出す活動の活性化
かかわること白体が目的化すると知識創造の中身があいまいになる可能
性がある。いずれの活動場面のかかわりも、結果的には有意味化や活用・
応用をうながす手だてであることを意識し、生み出す活動の活,性化に結び
つくことを意図したものとして設定していく必要がある。
前述したように、かかわりの「場」をデザインするための要素は多様に
あるが、教科の特性を生かした学習活動のあり方をさまざまな視点から検
討していく教師の意識が不可欠である。これは、いくつかのかかわりをラ
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ンダムに連結して組み合わせただけの展開をさすのではない。生み出す活
動を充実させる有効なかかわりであることが前提である。
視点Ⅲ・・・子どもの実態や発達段階
低学年と高学年の知識創造の質を同様に論じることはできず、子どもの
実態や発達段階を考慮した「場」にならざるを得ない。例えば、単純で浅
い内容の活動に見えても、長期的にはその活動を充実させていく第一歩に
なり得る。そのデザインに教師の見通しや意図が込められている場合は、
かかわりの「場」が積み重なっていくことによって、活動自体が高度化し
ていく。逆に、発達段階や子どもの実態に対応していないデザインは、知
識創造を逆に阻害することが予想される。
ｓ第１年次研究の目的と方法
Ｉ
(1)研究の目的
１年次研究の目的は、個の存在が大切にされるかかわりの「場」の積み
重ねによって、有意味化やその知識を活用・応用する知識創造の力が個に
育まれていく事実と、その手だてを具体的に示す実践的提起である。これ
までの授業研究では、授業全体を概観して特徴的な場面をもとに議論する
場合が多かったが、知識創造の力が個に育まれていくことを考えれば、本
研究の授業研究では、まず子ども個々の学習過程の見取りが重要な意味を
もつ。個の姿からかかわりの「場」を評価する授業研究が展開される。
個の存在
見取り
「場」の評価
(2)研究の方法
ア抽出児をもとにした授業研究
子どもの知識創造の内容を、子どもの事実とその見取りから理解してい
く。授業を通して見られた子どもの姿をていねいにとらえ、分析的に検討
することでかかわりの「場」のデザインを評価する。ここでは、抽出児の
活動記録が重要になってくる。授業の参観者が何らかの方法で子どもの言
動や様子をより明確に記録し、それらを資料として提示し合うことをもと
にした実践的検証を本研究の具体的な方法としていく。これは、各教科理
論の検証の根拠と、本研究の実践的成果として提示することができ得るも
のであると考えている。
イ授業者の考え方や意図の共有
子どもの姿は、その授業に限って立ち現れているわけではない。既習事
項、生活経験、関係性、生活状況、直前の授業のできごとなど、さまざま
な要素が影響している。よって、かかわりの「場」のデザインは、授業者
が意識する多様な条件を考慮した判断をせざるを得ない。デザインや知識
創造の内容が参観者には不十分に思える場合でも、そのデザインが子ども
の実態を考慮した判断であったり、子どもと長くかかわってきた授業者だ
からこそ見取ることのできる知識創造があったりする。
加えて、その授業にいたるまでに設定してきた取り組み、教師個々の固
有性や教育観、独自性のある取り組みなども子どもの姿に表れている。授
業者の考え方や意図をていねいに共有していくためには、それらを指導案
や授業研究に位置づけ、検討を通して受けとめ合っていく場を重視する。
抽出児
実践的検証
授業者の意図
(3)研究の重点
ア教科の特性に応じた知識創造の定義づけ
授業では、その教科の特徴的なスキーマが頻繁に引き出されている。ま
た、知識創造の表出も、言語化ばかりではなくさまざまな様態による表現
－６－


